
2026 年 9 月 17 日 

各 位 

会 社 名  株式会社岡山丸果  

代 表 者  代表取締役社長  坪井 克己 

（電話番号 086－264－8211） 

 

会 社 名  大同印岡山大同青果株式会社  

代 表 者  代表取締役社長  大野 博巳  

（電話番号 086－265－3111） 

 

合併に関する基本合意のお知らせ 

 

株式会社岡山丸果（以下「岡山丸果」といいます。）と大同印岡山大同青果株式会社（以

下「岡山大同」といいます。）は、それぞれ、2026 年 9 月 12 日開催の岡山丸果取締役会、

2026 年 9 月 11 日開催の岡山大同取締役会において、岡山丸果を存続会社、岡山大同を消

滅会社とする両社の合併（以下、「本合併」といいます。）に関する基本合意書（以下、「本

合意」といいます。）を締結いたしましたので、お知らせいたします。 

 

１．本合意の内容 

① 合併準備委員会、分科会の設置 

両社は本合併を推進するため、両社役員、両社が指定する責任者で構成される

「合併準備委員会」を設置し、準備委員会の下に、総務分科会、営業統合分科

会、経理・システム分科会を設置し、合併後の新たな体制の構築に向けた協議を

行ってまいります。 

 

② 基本日程について 

本合意後、基本日程は以下のように考えております。 

 最終契約書締結  2026 年 11 月頃 

 臨時株主総会開催 2027 年 1 月頃 

 合併効力発生日  2027 年 4 月 1 日 

本合併の実施は、独占禁止法その他の競争法令に基づき必要となる手続の完了、

関係当局の許認可の取得及び両社の株主総会の承認が得られることを前提として

おり、これらの状況その他の事情により、上記の日程は変更となる場合がありま

す。 

 



２．本合意に至った背景 

近年の青果流通を取り巻く経営環境は、生産者の高齢化に伴う流通量の減少、消費

者ニーズの多様化、物流費や資材費の高騰、自然災害その他不測の事態への対応の必

要などにより、大変厳しいものとなっております。このような環境の下、岡山市を中

心とする地域の食の安定供給を将来にわたって支え、生産者や取引先に対する責任を

果たし続けるためには、両社がそれぞれ有する経営資源を集結し、相互の強みを生か

した持続可能な事業基盤を構築することが必要であると認識しております。両社は、

相互の立場、歴史及び強みを尊重しながら、本合併に向けた協議及び検討を進めるこ

とが、地域社会に必要とされる体制の構築につながるものと確信しております。 

 

３．本合併の基本方針 

両社は本合併により、次の事項の実現を目指してまいります。 

（１）集荷力の強化 

  生産者との関係を強化し、安定集荷体制を構築します。 

（２）販売力の強化   

仲卸、買受人及び量販店等への営業力を高めます。 

（３）物流体制の強化 

商品管理力の強化及び物流効率化を推進します。 

（４）管理機能の高度化 

総務、人事、経理の機能を高度化・効率化し、システム機能の強化を図ります 

（５）事業継続力の向上 

災害その他緊急事態への対応力を強化します。 

（６）人材育成 

将来を担う人材の採用及び育成体制を整備、強化します。 

 

４．両社の概要 

① 株式会社岡山丸果 

（１）所在地 岡山県岡山市南区市場一丁目 1 番地 

（２）代 表 者 代表取締役社長 坪井 克己 

（３）事業内容 青果物及びその加工品の卸売 

（４）資 本 金 7,500 万円（2026 年 3 月末現在） 

（５）取扱高 109 億 1 千万円（2026 年 3 月期） 

② 大同印岡山大同青果株式会社 

（１）所 在 地 岡山県岡山市南区市場一丁目 1 番地 

（２）代 表 者 代表取締役社長 大野 博巳 

（３）事業内容 青果物及びその加工品の卸売 

（４）資 本 金 7,300 万円（2026 年 3 月末現在） 

（５）取扱高 89 億 1 千万円（2026 年 3 月期） 



【本件に関するお問い合わせ先】 

 株式会社岡山丸果 アドバイザー 三田 義治（電話番号 086－264－8211） 

 大同印岡山大同青果株式会社 取締役 石井 明人（電話番号 086－265－3111） 

 

以上 


